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目 的 

 健常高齢者において物忘れに対する関心は非常に高い。認

知症の前段階である軽度認知機能障害には「本人の記憶障害

の訴え」がみられる場合があるが、その訴えは 病識や物忘れ

の自覚とともに記憶に対する自己評価（メタ記憶）と密接な

関連があると考えられる。本研究では健常高齢者、学生を対

象として、エピソード記憶に関するメタ記憶と実際の想起と

の関連、語彙的知識（ここでは漢字）に関するメタ記憶と想

起（漢字の書取）との関連について検討を行う。 

高齢者が意欲を持って暮らしていくために認知機能と併せ

て精神状態が良好であることは重要である。抑うつの程度、

主観的幸福感といった精神的な健康状態について評価し、メ

タ記憶・実際の想起との関連についても検討する。 

 

方 法 

対象 健常高齢者 31人。73.5（±6.8）歳、男性 12人、女性

19人、MMSE(Mini mental state examination)：平均 29.1（±1.2）

点。学生 34人。21.4（±1.3）歳、男性 6人、女性 28人。 

課題 (1)エピソード記憶課題：1) 漢字 2文字単語 10個を 1

個ずつ 3秒間パソコン画面に継時呈示した。10個を覚えるよ

う教示し、覚えたものを直後再生させた。2) 10分後にいくつ

思い出せると思うかを尋ねた（見積もり数）。1) 2)を 2試行（20

単語）した後で、3) 2試行合わせて 10分後に遅延再生させた。 

(2)語彙的知識に関する記憶課題：1)目標となる漢字 2文字単

語を平仮名表記し下線を付けたものを含む 40短文を 1文ずつ

PC 画面に呈示し、漢字をどの程度思い出せるかを、「完全に

思い出せる～全く思い出せない」の４件法で評定してもらっ

た（想起の程度）。2)40単語の漢字書取（2文字/1文字正解で

各 2点/1点）を施行した。3)書取直後に「非常に自信がある

～全く自信がない」の 4件法で確信度を評定した。 

 課題(1)、(2)の漢字刺激材料は、NTTデータベース（天野ら、

2000）から文字音声単語親密度 5.0以上で、教育基本語彙（国

立国語研究所、2001）に載っているものを用いた。 

(3)精神的健康度に関する尺度：1. 日本版主観的幸福感尺度（4

項目の平均、1～7点）2. CES-D（The Center for Epidemiologic 

Studies Depression Scale）うつ病(抑うつ状態)自己評価尺度(20

項目 4件法、0～60点）を用いた。 

 

結 果 と 考 察 

 健常高齢者、学生各群におけるエピソード記憶と語彙的知

識に関する記憶のメタ記憶と想起、精神的健康度に関する尺

度の各得点、被験者群間の比較の結果を表 1に示す。被験者

各群における各課題の得点間の相関結果を表 2に示す。 

メタ記憶と想起課題の関連については、エピソード記憶に

おいてメタ記憶と実際の想起との相関は学生群にのみみられ

た。語彙的知識に関する記憶については、メタ記憶と実際の

想起との相関が学生・高齢者両群にあり、加齢による影響が

記憶の種類によって異なる可能性が考えられる。 

表 1 各被験者群におけるエピソード/語彙的知識に関する記憶の 

メタ記憶と想起、精神的健康度に関する尺度の結果 

課題  学生 健常高齢者 p-value 

エピソード記憶     

見積もり数  9.47 (2.70) 6.65 (2.23) <.001 

直後再生数  15.41 (1.91) 10.03 (2.17) <.001 

遅延再生数  12.24 (2.45) 4.81 (2.41) <.001 

語彙的知識の記憶     

想起の程度  3.79 (0.19) 3.54 (0.33) <.001 

     書取  74.56 (3.72) 61.52 (9.29) <.001 

確信度  3.64 (0.24) 3.24 (0.40) <.001 

精神的健康度     

CES-D  12.00 (7.80) 8.68 (6.80) .073 

主観的幸福感  4.73 (0.66) 5.10 (0.93) .069 

mean（standard deviation） 

表 2 各被験者群における各課題間の相関分析の結果 

課題  学生 健常高齢者      

エピソード記憶     

見積もり数と直後再生数  .40* .27  

〃  と遅延再生数  .35* .13  

直後再生数と遅延再生数  .69** .60**  

語彙的知識の記憶     

想起の程度と書取  .67** .78**  

       〃  と確信度       .71** .77**     

書取と確信度               .86** .81**         

精神的健康度     

CES-D と主観的幸福感 -.54** -.64**   

エピソード記憶と精神的健康度     

CES-Dと遅延再生数 -.34+ -.12   

主観的幸福感と見積もり数  .38* .27        

+ .05 < p < .10   * p < .05   ** p < .01 

エピソード記憶において、学生は見積もり数が遅延再生数

よりも有意に少なかったのに対し、高齢者では見積もり数が

遅延再生数よりも有意に多かった。エピソード記憶に関する

メタ記憶は若年者に比べて高齢者で能力の低下がみられ、実

際の想起の予測が難しくなる可能性が考えられる。若年者は

記憶に対する不安が強い（金城ら, 2013）とされ、その影響が

あるかもしれない。精神的健康度とメタ記憶・想起課題の関

連については、学生にのみ主観的幸福感と見積もり数に相関

を認めた。主観的幸福感尺度の得点が高いと楽観的な見積も

りをする傾向にある可能性が考えられる。健常高齢者の場合、

精神的な健康度が記憶課題など特定の課題状況にそれほど影

響しないことが示唆される。 
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